
重要な会計方針に係る 事項に関する 注記

１ ． 資産の評価基準及び評価方法

　 （ １ ） 棚卸資産……………………………総平均法によ る 原価法（ 貸借対照表額は収益性の低下に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 基づく 簿価切り 下げの方法） によ り 算定し ており ま す。

２ ． 固定資産の減価償却の方法

　 （ １ ） 有形固定資産

　 　 　 　 　 建　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 物……………………定額法

　 　 　 　 　 その他の有形固定資産…………………定額法

　 （ ２ ） 無形固定資産…………………………………定額法

３ ． 重要な引当金の計上基準

　 （ １ ） 賞与引当金

　 　 　 　 　 従業員に対し て支給する 賞与の支出に備える ため、 支給見込額のう ち当事業年度末ま

　 　 　 　 　 でに発生し ている と 認めら れる 額を計上し ており ま す。

　 （ ２ ） 退職給付引当金

　 　 　 　 　 期末自己都合退職要支給額のう ち、 中小企業退職金共済事業団よ り 本人に支給さ れる

　 　 　 　 　 額を控除し た当社負担金額を計上し ており ま す。 （ 簡便法適用）

４ ． その他計算書類作成のための基本と なる 重要な事項

　 （ １ ） リ ース 取引の処理方法

　 　 　 　 　 リ ース 物件の所有権が借主に移転する と 認めら れる も の以外のフ ァ イ ナンシャ ル・ リ ース

　 　 　 　 　 取引については、 通常の賃貸借取引に係る 方法に準じ た会計処理によ っており ま す。

　 （ ２ ） 消費税等の会計処理

　 　 　 　 　 消費税及び地方消費税の会計処理は、 税抜方法によ っており ま す。

貸借対照表に関する 注記

１ ． 有形固定資産の減価償却累計額 726, 359 千円

２ ． 親会社に対する 金銭債権及び金銭債務　 　 　 　 　 　 　 　 　

短期金銭債権 403, 701 千円

短期金銭債務 451, 017 千円

損益計算書に関する 注記　

１ ． 親会社と の取引高　 　 　 　 　 　 　 　

売上高 4, 413, 406 千円

仕入高 3, 427, 964 千円

税効果会計に関する 注記

　 　 繰延税金資産・ 負債の発生の主な要因は、 賞与引当金の否認額、 退職給付引当金、 特別償却準備金、

　   固定資産圧縮積立金等であり ま す。

リ ース によ り 使用する 固定資産に関する 注記

　 　 貸借対照表に計上し た固定資産のほか、 リ ース 契約によ り 使用し ている 設備（ はんだ検査機ほか）

　 　 があり ま す。

1株当たり 情報に関する 注記

１ ． １ 株当たり 純資産　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ６ ４ ， ３ ９ ４ 円０ ８ 銭　 　 　 　 　 　

２ ． １ 株当たり 当期純利益　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ４ ， ７ ６ ０ 円６ ４ 銭

注 記 表

令和5年４月 １日から
令和6年３月３１日まで


